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Formation Process of Local Bases in the 7th Century :  
With a Focus on the Tokai Region

　分析対象として東海地方を取り上げ，有力古墳の推移からみた古墳時代の首長系譜と，7 世紀後

半に建立された古代寺院，および，国，評，五十戸・里といった古代地方行政区分との関係の整理

を通じて，地域拠点の推移を概観した。古墳や古代寺院の造営から描き出せる有力階層の影響範囲

と，令制下の古代地方行政区分については，概ね一致する場合が多いとみてよいが，部分的に不整

合をみせる地域もあり，7 世紀における地域再編の経緯がうかがえた。

　大型前方後円墳など，盟主的首長墓が影響力を発揮した範囲と，7 世紀中葉から後葉に構築され

た中核的な古代寺院の分布は，国造がかかわった領域と比較的良好に対応するものの，令制下の国

や郡の領域とは必ずしも一致しない。また，7 世紀代に構築された終末期古墳については，地域差

や個性が顕著なことから，網羅的に地域秩序を復元する資料として用いることが難しいことを示し

た。　

　令制下の行政区分への編成は，古代官道の整備や領域設定ともかかわり，7 世紀後半の中で段階

的に進行した。その大きな画期は，孝徳朝における前期評の成立と，天武 12 年（683）～14 年（685）

に断行された国境策定事業と連動した後期評への移行であり，後者によって古墳時代的な地域秩序

の多くが否定され，領域にかかわる地域再編が大きく促されたと想定した。
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